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参 考 手 本

成

瀬

映

山

先

生

佳
氣
髙
堂
に
満
つ

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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参 考 手 本

高

木

聖

雨

先

生

寄き

暢ち
ょ
う　

須し
ゅ

臾ゆ　

歓よ
ろ
こ

ぶ

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



― 5 ―

（２月 10 日締切）

条 幅 規 定 A部（準五段以上）
B部（四段～準三段）

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
で
は
無
く

段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

【
今
月
の
課
題
】

「
水
照
天
礮
火
又
黃
昏
團
營
十
二
故
森
森
天
上
昭
回
見
」（
20
字
）

【
今
月
の
課
題
】

�

「
上
沐
礀
寺
後
峪
柬
史
楊
諸
君
子
忘
此
群
生
動
禽
言
亦
」（
20
字
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

水
照
天
礮

火
又
黃
昏
（
其
三
）

團
營
十
二
故
森

森
天
上
昭
回
見

水
を
（
帯
び
）
天
を
照
ら
す

砲
火
又
た
黄
昏
と

団
営
十
二
故も

と
森し

ん

々し
ん

天
上
昭
回
（
羽う

林り
ん

を
）
見
る

（
河
は
）
帯
の
よ
う
に
（
狭
い
が
、）

砲
火
と
ま
た
そ
の
上
に
黄た

そ

昏が
れ

が
空
を
照
ら
し
て
い
る
と
。

十
二
の
兵
営
は
も
と
よ
り
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
が
、

天
上
に
光
が
め
ぐ
る
と
（
近
衛
兵
の
姿
が
）
見
え
る
。

張ち
ょ
う

瑞ず
い

図と

（
明
）　
『
感
遼
事
作
六
首
巻
』
⑨
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『
枯こ

樹じ
ゅ

賦の
ふ

』
褚ち

ょ

遂す
い

良り
ょ
う

（
唐
）
⑭

条 幅 規 定 C部（二段以下）

【
今
月
の
課
題
】「
於
風
𤇆
東
海
有
白
木
之
廟
西
河
有
枯
桑
之
社
北
」（
18
字
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
下
さ
い

（２月 10 日締切）

焉
。
莫
不
苔
埋
菌
壓
。
鳥
剝

虫
穿
。
低
垂
於
霜
露
。
撼
頓
於

風
𤇆
。
東
海
有
白
木
之
廟
。
西

河
有
枯
桑
之
社
。
北
陸
以
楊

葉
爲
關
。
南
陵
以
梅
根
作
冶
。

小
山
則
叢
桂
留
人
。
扶
風
則

焉こ
れ

に
（
座
す
。）
苔こ
け

埋う
ず

め
菌き
ん

圧あ
つ

し
、

鳥
の
剝は

ぎ
虫
の
穿う
が

ち
、
霜
露
に
低て
い

垂す
い

し
、
風
煙
に
撼か
ん

頓と
ん

せ
ざ
る
莫な

し
。
東

海
に
は
白は
く

木ぼ
く

の
廟び
ょ
う有
り
、
西せ
い

河が

に
は

枯こ

桑そ
う

の
社や
し
ろ有
り
。
北
陸
に
は
楊
葉
を

以
て
関か
ん

と
為
し
、
南
陵
に
は
梅
根
を

以
て
冶や

と
作な

す
。
小し
ょ
う

山ざ
ん

は
則
ち
叢そ
う

桂け
い

に
人
を
留と
ど

め
、
扶ふ

風ふ
う

は
則
ち



―
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―

半 紙 規 定 （一）
曹
全
碑
（
漢
・
作
者
不
詳
）

極
鼎
足
中
平
二

※
清
書
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
雅
号
を
必
ず
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

鼎3
て
い

足3
そ
く

を
極3

め
ら
れ
よ
。
中
平
二

3

3

3

3

半 紙 規 定 （二）
九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）

乾
□象
之
精
蓋
亦

※
清
書
の
提
出
は
〔
初
段
以
上
〕
楷
書
か
隷
書

　
　
　
　
　
　
　

〔
一
級
以
下
〕
楷
書

唯た

だ
乾3

象
の
精

3

3

の
み
に
匪あ
ら

ず
、
蓋3
け
だ

し
亦3

た

〔この課題を同月の半紙随意には出品出来ません〕

（２月 10 日締切）

【今月は 6文字です】
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条 幅 参 考 手 本

主
幹　

菅　

野　

翠　

濤

　

丹
桂
有
根
獨

　

長
詩
書
門
弟

　

黃
金
無
種
偏

　

生
勤
儉
人
家

朝　

平　

霞　

山　

先
生

　

春
雪
滿
空
來

　

觸
處
似
花
開

　

不
知
園
裏
樹

　

若
個
是
眞
梅

　
　
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

　
　
　
　
　
皆
様
の
ご
清
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
限
会
社
　
北
日
本
書
芸
院
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※
か
な
部
は
支
部
名
・
段
級
・
姓
号
を
鉛
筆
で
左
下
部
に
添
え
書
き
し
て
下
さ
い
。

（２月 10 日締切）

大　

井　

岳　

陵　

先
生

　

野
寺
分
晴
樹

　

山
亭
過
晩
霞

　

春
深
無
客
到

　

一
路
落
松
花

渡　

邊　

南　

嶂　

先
生

　

入
春
纔
七
日

　

離
家
已
二
年

　

人
歸
落
雁
後

　

思
發
在
花
歬

条 幅 か な

浮　

乗　

清　

郷　

先
生

条 幅 参 考 手 本
　
　
　
　
　
　

利　

於　
　
　
　
　

可　

介　
　
　

越　
　
　
　
　
　
　
　
　

利　
　
　
　
　
　
　

留　

万　
　
　
　
　

曽　
　
　

里　

介　

流

冬
こ
も
り
お
も
ひ
か
け
ぬ
を
木こ

の
間ま

よ
り
花は
な

と
み
る
ま
で
雪ゆ
き

ぞ
ふ
り
け
る
（
紀
貫
之
）



―
10
―

―
10
―

（２月 10 日締切）

半紙かな（初段以上）

浮

乗

清

郷

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

春は
る

や
く
る
人ひ
と

や
と
ふ
と
も
ま
た
れ
け
り
今
朝
山や
ま

里ざ
と

の
雪ゆ
き

を
眺
め
て
（
赤
染
衛
門
）

��　
　
　
　

九　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

万　

多　
　
　

遣　

利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

乎�

那
可��

免

半紙かな（１級以下）

船　

久　

保　
　

棠　
　

苑　
　

先　

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

生い

き
る
こ
と
は
一ひ
と

筋す
ぢ

が
よ
し
寒か
ん

椿つ
ば
き

（
五
所
平
之
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

可

※支部名・級・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。 ※支部名・段・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。

支
部
名　
　
　

段　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）

支
部
名　
　
　

級　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）
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実 用 文

主

幹

菅

野

翠

濤

〈
書
風
任
意
〉

※準三段以上…行書を草書に変換は自由

（２月 10 日締切）

王
安
石
の
歌
「
正
月
」
よ
り
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細 字

高
須
翠
雲
書
「
五
體
昭
和
千
字
文
」
よ
り
P19

野や　

鳥ち
ょ
う　

野
外
の
鳥
類
。

囀て
ん　

啼て
い　

さ
え
ず
り
鳴
く
。

※
一
級
〜
八
級
は
草
書
ま
で
。　

初
段
以
上
は
隷
書
ま
で
。　
　
　
　
　
　

※
名
前
は
楷
書
以
外
で
は
違
反
に
な
り
ま
す
。 

17
㎝
（
よ
こ
）
×
24
㎝
（
た
て
）

主

幹

菅

野

翠

濤

（２月 10 日締切）

支　

部　
　
　
　

��

段
級　
　
　
　

�

姓　
　
　

号

（
名
前
は
必
ず
楷
書
3

3

で
書
く
こ
と
）



― 13 ―― 13 ―

（２月 10 日締切）

3 行、行草書

青

柳

江

雲

先

生

…
緑
…
変
わ
ら
ぬ
…
…
。

硬 筆（ 初 段 以 上 ）
2 行、楷書

齊

藤

翡

流

先

生

硬 筆（ １ 級 以 下 ）

※本院定型用紙・たて半分に書く
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大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中３用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中２用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部　

名　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　
　

前

中１用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　

 

前

小６用

（２月 10 日締切）
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大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
  

前

小５用

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小４用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　

前

小３用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　

段　
 

級　
　
　
　

 

名　
　
　

前

小２用

（２月 10 日締切）
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鈴

木

翡

恵

先

生

小１・幼年用中 １ 中 ２ 中 ３

中 1～中 3　　青　　柳　　江　　雲　　先　生

小１・幼年 小 ２ 小 ３

小 1～小 3　　鈴　　木　　蕙　　翠　　先　生

小 ４ 小 ５ 小 ６

小 4～小 6　　田　　辺　　翠　　鶴　　先　生

支
部
名　
　
　

段　
　

級　
　
　
　

名　
　
　

前

（２月 10 日締切）
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船

久

保

棠

苑

先

生

中学部かな課題

支
部
名　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　
　

前

主

幹

菅

野

翠

濤

小学部小筆課題

支
部
名　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　
　

前

（２月 10 日締切）

小
一
規
定　

あ
ら
れ

小
二
硬
筆　
か
え
る
や
、
へ
び
は
、
ま
だ
土
の
中
に
い
ま
す
。

小
一
硬
筆　
お
お
ぞ
ら
に
、
た
こ
が
あ
が
っ
て
い
き
ま
す
。

小
二
規
定　

リ
ズ
ム

小
三
硬
筆　
春
に
入
っ
て
も
ま
だ
風
は
ひ
ん
や
り
と
つ
め
た
い
。

小
三
規
定　

ゆ
き
空

小
四
硬
筆　
春
に
は
、
野
に
も
山
に
も
木
の
め
が
出
て
く
る
。

小
四
規
定　

大
き
な
岩

小
五
硬
筆　
寒
く
て
も
、
ま
ど
を
開
け
空
気
を
入
れ
か
え
よ
う
。

小
五
規
定　

雪
ど
け
水

小
六
硬
筆　
勉
強
は
、
自
分
か
ら
や
ろ
う
と
す
る
意
志
が
大
切
。

小
六
規
定　

春
の
足
音

中
一
硬
筆　
三
寒
四
温
の
頃
、
一
雨
ご
と
に
春
め
い
て
来
る
。

中
一
規
定　

名
残
り
の
雪

中
二
硬
筆　
人
は
経
験
を
し
、
難
し
さ
に
挑
戦
し
、
進
歩
す
る
。

中
二
規
定　

日
本
海
の
波

中
三
硬
筆　
時
に
応
じ
、
正
し
く
判
断
し
行
動
す
る
姿
勢
を
養
う
。

中
三
規
定　

宇
宙
の
神
秘

３ 

月 

10 

日 

締 

切 

課 

題 

予 

告

３ 

月 

10 

日 

締 

切 

学 

生 

部 

課 

題 

予 

告

半
紙
か
な（
初
段
以
上
）　
い
ま
桜
咲
き
ぬ
と
見
え
て
う
す
ぐ
も
り
春
に
霞
め
る
世
の
け
し
き
か
な（
式
子
内
親
王
）

半
紙
規
定
（
初
段
以
上
）　

年
十
月
丙
辰
造

か
な
条
幅
規
定　
　

あ
し
ひ
き
の
岩
間
を
つ
た
ふ
苔
水
の
か
す
か
に
わ
れ
は
す
み
わ
た
る
か
も
（
良
寛
）

Ｃ
部
条
幅
規
定　
　

陸
以
楊
葉
爲
關
南
陵
以
□梅
根
作
冶
小
山
則
叢
桂
留

Ａ
Ｂ
部
条
幅
規
定　

羽
林
王
氣
山
河
千
里
固
皇
居
城
闕
九
重
深
胡
塵
雪
暗

半
紙
か
な
（
一
級
以
下
）　

玉た
ま

の
如ご
と

き
小こ

春は
る

日び

和よ
り

を
授さ
づ

か
り
し
（
松
本
た
か
し
）

半
紙
規
定
（
一
級
以
下
）　

坤
靈
之
寶
謹

中
学
部
か
な　

い
く
た
び
も
雪
の
深
さ
を
た
づ
ね
け
り

小
学
部
小
筆　

雪
ど
け　

春
近
し

※半紙半分に書いて下さい。 ※半紙半分に書いて下さい。




